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ことであろ う。長 く続 く不況がこのことに拍
車をかけている。評価をし,出た結果がより
良く改善されていけぽ,そ れは素晴 らしいこ


































1992年度(平 成3年 度)以 降減少に転 じ,
1999年3月の入館者数は1億6千 万(2317
館 ・1館平均7万2千 人 ・日本博物館協会調













相変わらずの 「変 ・古 ・珍」の置場という厳
しい指摘もあるが,若 者の博物館に寄せるイ
メージには,い つまでも明治時代の 「見せて









































博物館の独 自性は,「モノ(資 料)を もっ















































































































ブライアン ・マクラーレン氏(コ ロラ ド大学
自然史博物館),ロス ・J,ル ーミス氏(コ







如何に展示を評価 しながら制作 してい くか と














題点の抽出,具 体的な改善策 という大がか り
な調査で,詳細な報告書 も作製されている。






























































































































































































































































※■ ■■ 「以前 は よ く行 ったが、最近 は行 かな くな って しま った」の回答 者N=140
匡⊇ 「自分 には全 く関係 ないjの 回答者N=35
(「ミュージアムとの ここちょい関係づ くり」K・K・ライフデザ イン研 究所 、1993,8月)
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た りとい うことになる。翻 って筆者の ここ
















































































































































(2)倉田公裕 ・矢島國雄 『新編 博物館学』東京
堂出版
(3)「学芸員養成 を語 る」千地万造 ・倉田公裕
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Museologist明治大学学芸員養成課程年報3
昭和63年
(4)このワークショップとシンボジ,ウ ムの詳細
な報告書がr琵 琶湖博物館研究調査報告書』17
号(2000年3月)として出版されている。
(5)r琵琶湖博物館研究調査報告書』17号150p-
163pにわたって 「日本における来館者研究,博
物館評価の文献 リス ト」が重盛恭一氏によって
まとめられている。追加文献として以下をあげ
てお く。
石川博幸 「府中市郷土の森博物館開館後の利
用者予測に関す る一考察」MuseumstUdy明治
大学学芸員養成課程紀要41993
Museologist明治大学学芸員養成課程年報12
号13号 に 「博物館の利用者」の特集が掲載さ
れている。1997,1998
倉田公裕 ・矢島國雄 「博物館と地域社会(Com・
munity)の関連に関する基礎的研究一地域社会
の博物館学的研究 ・序一」明治大学人文科学研
究所年報21号1979
倉田公裕 ・矢島國雄 「博物館展示評価の基礎的
研究」明治大学人文科学研究所紀要'第33冊
1993
ANoteontheMuseumManagement
-MuseumEvaluationasfor``GoodMuseumActivity,,
MATSUURAJyunko
ThepeculiarityoftheJapaneseCultureis``fuggy",likeKenzaburoOohe,anovelistofNobelPrize
owner,said.Butnow,Japanesesocietybeginstochange,astheageofevaluation,therewinnotbeal-
lowedfuggy.
ManymuseumsinEuropeandArnericahavebeenstudyingmuseumevaluation.Andtheresultsof
that,someofthemhaveprofessionalevaluatorsfortheirstuff.Ontheother,therewerenotsystematic
andcontinuesevaluationinJapanesemuseums,onlytemporalandpartialone.Especially,ithasbeen
theworstproblemthatwecouldnotalways五ndoutachancetocarryouttheInProcessEvaluationoll
newexhibitionmaking.
Butnow,underthedecreasingofaudience,'manymuseumsinJapanhavebegunpayingattentionto
theiraudience.Isupposethatthemuseumevaluationformakingagoodmuseumanditsactivityneeds
bothownself-evaluationandsocialevaluationfromoutside.ofthemuseum.So,Iwouldsaythatwe
shouldstartfrommutualevaluationbythemuseumsofsamescaleandcategoryforcreatingamanual
andstandardformuseumevaluation.
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